
今月の主な内容 今月の表紙
１月 10 日、平成 28 年紀美野町消防訓練初め
式が農村総合センターで行われ、式典終了後、
同センター下の河原で放水訓練が実施されまし
た。　　　　　　　　　　　【４面に関連記事】
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平 成 26 年 度 決 算 の 公 表
一般会計決算は、歳入総額８２億６，９３４万円、歳出総額
７７億２，２５３万円で差引残高５億４，６８１万円となり、そのうち
翌年度へ繰越すべき財源の９７６万円を差し引いた５億３，７０５万
円が実質収支（黒字）となりました。
平成２６年度末地方債現在高は、９６億４，２６６万円となり、対前年比３億６，７９８万円の減額となり
ました。平成２６年度財政調整基金残高は、１０億５，４６３万円となり、対前年比６，７９４万円の増額と
なりました。
歳出目的別では、公債費が 20.2％、民生費が 20.0％とこれらが多くを占めることとなりました。
地方自治体の財政は、極めて厳しい状況が続いています。しかし、限られた財源の中で、行政効率の向上
を目指し、効果あるサービスを提供していきます。

会　計　区　分 歳入 歳出 差引
一　般　会　計 82億6,934 77億2,253 5億4,681

特別会計

国民健康保険事業 17億　644 16億1,104 9,540
国民健康保険
診療所事業 7,982 7,285 697

野上簡易水道事業 5,832 4,600 1,232
美里簡易水道事業 1億　988 1億　881 107
農業集落排水事業 2,674 2,635 39
介護保険事業 16億4,235 16億3,479 756
のかみふれあい
公園運営事業 3,898 3,561 337

後期高齢者医療 3億4,396 3億4,195 201

企業会計 上水道事業会計
（収益的収支） 1億1,358 1億1,222 136

３面に続く

参考）
「公債費」･･･借金等の償還に要する経費
「民生費」･･･社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉、生活保護及び災害救助関係に要する経費

（単位：万円）

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
地方消費税交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
2億3,298万円
（2.7％）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
寄付金
繰入金
繰越金
諸収入
10億7,860万円
（13.1％）

町税
8億3,433万円
（10.1％）

町債
10億7,833万円
（13.0％）

民生費
15億4,209万円
（20.0％）

衛生費
12億8,396万円
（16.6％）

（　）内は構成比

総務費
7億2,903万円
（9.4％）

土木費
6億7,068万円
（8.7％）

消防費
5億272万円
（6.5％）

教育費
4億6,595万円
（6.0％）

農林水産業費
4億4,446万円
（5.7％）

諸支出金
3億5,403万円
（4.6％）

議会費
9,691万円
（1.3％）

商工費
5,208万円
（0.7％）

災害復旧費
2,256万円
（0.3％）

県支出金
3億7,686万円
（4.6％）

国庫支出金
6億2,005万円
（7.5％）

地方交付税
40億4,819万円
（49.0％）

公債費
15億5,806万円
（20.2％）

合　計
82億6,934万円

歳  入
合　計

77億2,253万円

歳  出

町民1人当り
使われたお金
790,029円

町民1人当り
納めたお金
85,353円

1世帯当り
使われたお金

1,725,319円

人口9,775人
( 平成 27年 3月31日現在 )

世帯数　4,476戸

1世帯当り
納めたお金

186,401円
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光インターネットサービスが　　　　　
　　　　町内全域で利用できます

紀美野町では町内に光インターネットサービスの
未整備地域が多く、この情報格差解消のために、今
年度、光通信網整備事業を実施しています。この事
業は、町が整備費用の一定額を負担する事で電気通
信事業者の参入を募り、民設・民営方式により基盤
整備を行うものです。公募の結果、西日本電信電話
株式会社和歌山支店（以下、ＮＴＴ西日本）に決定
し、ＮＴＴ西日本は間もなく工事を完了する予定で
す。町内の光インターネットサービスが利用できな
かった地区でも、順次ご利用いただけます。
なお、光インターネットサービスを利用するため
には、住民の皆様がＮＴＴ西日本または光コラボレー
ション事業者と契約し、光ケーブルを家に引込む工
事が必要になります（注）。また、費用は工事費と毎

月の利用料がかかります。詳しくはＮＴＴ西日本ま
たは光コラボレーション事業者にお問い合わせ下さ
い。
（注）一部の地区では、町がテレビ視聴のために光ケー

ブル引込み工事をしていますが、新たに光ケー
ブル引込み工事が必要となります。

【光インターネットサービスに関する問合せ】
ＮＴＴ西日本　℡ ０１２０－１１６－１１６
受付時間　９時～ 17 時（土、日、祝日も受付）
※光コラボレーション事業者は、各事業者の窓口
までお問い合わせ下さい。

【紀美野町光通信網整備事業に関する問合せ】
総務課　℡ ４８９－５９１２
受付時間　平日 ８時 30 分～ 17 時 15 分

現年課税分 滞納繰越分 合計
市町村民税 3億4,114 419 3億4,533
固定資産税 4億3,324 475 4億3,799
軽自動車税 2,963 64 3,027
町たばこ税 2,042 0 2,042
入 湯 税 32 0 32
合　　　 計 8億2,475 958 8億3,433

平成25年度末
現在高

平成26年度
発行額

平成26年度償還額 平成26年度末
現在高元金 利子 計

100億1,064 10億7,833 14億4,631 1億1,174 15億5,805 96億4,266

（単位：万円）地方債残高の状況

町税の内訳 （単位：万円）

去
る
12
月
17
日
、
永な

が
た
に谷
集
会
所

新
築
工
事
の
起
工
式
が
、
町
、
地

元
関
係
者
ら
が
出
席
し
て
、
建
設

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
集
会
所
は
、
老
朽
化
が
著
し

い
た
め
、
今
回
新
た
に
建
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
は
、
木
造
平
屋
建

て
、
延
べ
床
面
積
89
・
43
㎡
。
３

月
末
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。 永

谷
集
会
所建 設

へ

12
月
17
日
に
新
築
工
事
起
工
式

　

夜
間
受
付
職
員
の

　
　
　
　

不
誠
実
な
対
応
に
つ
い
て
の
お
詫
び

去
る
平
成
27
年
12
月
14
日
の
深
夜
に
婚
姻
届
の
た
め
に
役
場
本
庁

を
訪
れ
た
お
二
人
に
対
し
、
受
付
対
応
し
た
宿
直
職
員
の
不
誠
実
な

言
動
や
態
度
に
よ
り
大
変
不
愉
快
な
想
い
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
誠
に
申
し
訳
な
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
日
で
あ
り
、
記
念
日
と
な
る
大
事
な
日
に
お

二
人
の
気
持
ち
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
深
く
謝
罪
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
共
に
当
宿
直
職
員
に
厳
し
く
注
意
を
行
い
、
今
後
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
再
び
起
こ
さ
な
い
よ
う
徹
底
し
た
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
全
職
員
に
対
し
て
も
改
め
て
接
遇
指
導
を
行
い
、
親
切
・

丁
寧
・
相
手
を
気
遣
う
接
遇
を
徹
底
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
る
よ
う
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す　
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紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

が
、
１
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら
紀
美
野
町
農
村
総
合
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
消
防
職
団
員
総

勢
５
７
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

式
後
、
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
、

“
成
人
の
一
歩
”
を
カ
メ
ラ
に
納

め
ま
し
た
。

会
場
内
は
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧

友
た
ち
と
楽
し
く
語
り
あ
っ
た

り
、
写
真
を
撮
り
合
っ
た
り
と
終

始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、寺
本
町
長
の
式
辞
、

家
本
消
防
長
の
訓
示
の
後
、
団
員

表
彰
、
新
入
団
員
（
12
名
）
の
紹

介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
紀

美
野
町
吹
奏
楽
団
の
演
奏
に
よ

り
、
一
層
式
典
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
、
分
列
行
進
、
同

セ
ン
タ
ー
下
の
河
原
で
放
水
訓
練

が
行
わ
れ
、
一
糸
乱
れ
ぬ
行
動
か

ら
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る

と
い
う
士
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

平
成
28
年
紀
美
野
町
成
人
式

が
、
１
月
10
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
艶
や
か
な
晴
れ
着
や
新
し
い

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
65

人
が
出
席
し
ま
し
た
。
町
内
で
成

人
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
平
成
７

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
77
人

（
男
性
46
人
、
女
性
31
人
）
で
す
。

式
で
は
新
成
人
の
紹
介
の
あ

と
、
寺
本
町
長
が
、「
自
分
が
生

ま
れ
育
っ
た
町
に
愛
着
と
誇
り
を

持
っ
て
、
大
人
と
し
て
若
者

と
し
て
、
力
強
く
次
の
時
代

を
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
来
賓

の
方
々
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら

れ
、
こ
れ
に
対
し
て
、
新
成

人
を
代
表
し
て
細
峪
由
麻
さ

ん
（
小
畑
）
が
「
今
日
ま
で

私
た
ち
に
愛
情
を
注
ぎ
育
て

て
く
れ
た
家
族
を
は
じ
め
、

励
ま
し
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
、
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
地
域
の
皆
様
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
夢
や
希
望
を
叶

え
る
た
め
、
若
さ
を
最
大
限

に
発
揮
し
て
、
自
分
の
責
任

で
一
歩
一
歩
努
力
を
積
み
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
お

町
民
の
安
全
と
安
心
な
暮
ら
し
を
願
っ
て

平
成
28
年
　
紀
美
野
町
消
防
訓
練
初
め
式

　
77
人
が
大
人
の
仲
間
入
り
!!

平
成
28
年 

紀
美
野
町
成
人
式

平
成
27
年
分
の
所
得
税
及
び
復

興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間

及
び
海
南
税
務
署
の
確
定
申
告

会
場
の
開
設
期
間
は
、 

２
月
16
日

（
火
）か
ら
３
月
15
日（
火
）で
す
。

※
「
復
興
特
別
所
得
税
額
」
の
記

載
漏
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

な
お
、
上
記
期
間
前
に
つ
き
ま

し
て
は
、
通
常
窓
口
で
の
対
応
と

な
り
ま
す
の
で
、
混
雑
状
況
に

よ
っ
て
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
申
告
会
場
の
混
雑
状
況

に
よ
り
、
早
め
に
相
談
受
付
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

海
南
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

分列行進

団員を観閲する寺本町長ら

お礼の言葉を述べる細峪由麻さん
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12
月
23
日
（
祝
）
、
第
３
回
小

川
の
郷
“
冬
の
星
ま
つ
り
”
（
小

川
地
区
寄
合
会
・
小
川
小
学
校
主

催
）
が
小
川
小
学
校
で
開
か
れ
、

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

午
後
５
時
30
分
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
点
灯
式
が
行
わ
れ
、
校
庭

の
高
さ
37
ｍ
の
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
の

木
や
校
舎
を
飾
っ
た
電
球
が
点
灯

さ
れ
、
会
場
内
か
ら
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
同

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
で
は
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た

農
作
物
や
製
造
・
加
工
さ
れ
た
特

産
品
を
「
き
み
の
ふ
る
さ
と
推
奨

品
」に
認
定
し
、普
及
と
需
要
拡
大

を
め
ざ
し
、
特
産
品
を
通
し
て
紀

美
野
町
を
発
信
出
来
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
認
定
を
受
け
る
と
、

共
通
の
標
章
の
使
用
、
推
奨
品
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
作
る
産
品
を
紀
美
野
ブ

ラ
ン
ド
で
発
信
し
ま
せ
ん
か
？

■
申
込
期
間　

２
月
１
日
（
月
）

～
19
日
（
金
）
平
日
の
８
：
30

～
17
：
15

■
申
込
方
法　

提
出
先
に
て
申
請

書
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
認

定
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
申
請

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先    

紀
美
野
町
役
場　

美
里
支
所　

ま
ち
づ
く
り
課

■
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課

　

℡
４
９
５
‐
３
４
６
２

校
体
育
館
で
、
海
南
高
等
学
校
美

里
分
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
よ
る

和
太
鼓
演
奏
を
は
じ
め
、
小
川
小

学
校
児
童
12
人
に
よ
る
「
小
川
っ

子
傘
踊
り
」
と
獅
子
舞
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
１
月

８
日
ま
で
点
灯
さ
れ
ま
し
た
。

冬
の
星
ま
つ
り開か

れ
る
!!

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
も
輝
く

紀
美
野
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
認
定

「
き
み
の
ふ
る
さ
と

推
奨
品
」
募
集

近
大
生
、
狩
猟
を
学
ぶ
!!

国保野上厚生総合病院だより （職員紹介　）

今月は放射線室の紹介です。放射線室には５名の診療放射線技師と１名の看護師が働い
ています。

設備は８機種９装置有しています。１機種目として胸、お腹、骨を撮影する一般撮影装
置です。２機種目に胃・腸の検査、胆のう、血管などの撮影を行う多目的Ｘ線テレビ装置
が２台あります。３機種目に骨密度測定装置、４機種目にマンモグラフィ装置、５機種目
に重症で動けない患者様を病室で撮影するポータブル撮影装置、６機種目に整形外科や外
科の手術中に撮影を行う外科用イメージ装置、７機種目にＣＴ装置です。昨年１２月より
最新のＣＴ装置が本館１階で稼働しています。撮影時間も短くなり、被曝もかなり低減さ
れ画質も良くなりました。最後８機種目はＭＲＩ装置です。このＭＲＩ装置も今年３月よ
り新しい装置に入れ替わり、本館１階整形外科の横で稼働予定です。今度のＭＲＩ装置は、
以前の機種よりドームが広くなり、奥行きも短くなり圧迫感が和らぎます。撮影時間の
短縮、画質は勿論良くなります。そして更衣室横には化粧室も完備しました。

検診のマンモグラフィに関しては、日本乳がん検診精度管理中央機構で認定された検
診マンモグラフィ撮影認定診療放射線技師が撮影を行い、マンモグラフィ検診施設画像認定施設として登録されています。
胃のバリウム検査に関しても日本消化器がん検診学会で認定された胃がん検診専門技師が撮影を行っています。検診も安
心して受けて頂けるよう配慮しています。

少しでも皆様に安心して検査を受けて頂けるよう心掛けていますが、気になること、不安な事がございましたら遠慮せ
ず放射線室までご連絡ください。　　　　　　　　　　　　国保野上厚生総合病院　放射線室　℡ 073-489-2178（代）
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放射線室

１
月
７
日
（
木
）
に
近
畿
大
学

文
芸
学
部
の
学
生
37
名
と
准
教
授

２
名
が
、
紀
美
野
町
猟
友
会
の
上

柏
会
長
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

民
俗
学
実
習
と
い
う
授
業
の
一

環
で
、
４
年
前
か
ら
紀
美
野
町
の

地
域
の
生
活
文
化
を
聞
き
取
り
調

査
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

近
年
、
鳥
獣
被
害
が
深
刻
化
す
る

状
況
を
受
け
、
今
回
猟
友
会
の
取

り
組
み
を
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
会
長
に
町
の
被
害
の

現
状
や
猟
友
会
の
活
動
、
ま
た
狩

猟
の
難
し
さ
、
楽
し
さ
な
ど
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
た
後
、
狩
猟
に

よ
り
捕
獲
し
た
イ
ノ
シ
シ
肉
の
試

食
を
行
い
ま
し
た
。

会
長
は
、
「
今
回
の
取
り
組
み

に
よ
り
、
若
い
子
達
が
狩
猟
に
興

味
を
持
ち
、
将
来
ハ
ン
タ
ー
が
増

え
て
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
。
」
と
期

待
し
て
い
ま
し
た
。

獅子舞を披露する小川小学校の児童たち

後列左より　東條和広、川崎秀樹
技師長、新谷成令
前列左より　坂本寛史、井上勝英
阪井順代看護師
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子育て支援センターからのお知らせ
★こども園・保育所開放のご案内

○きみのこども園　　2 月　8 日（月）・22 日（月）℡ 489 － 2144
○神野保育所　　　　2 月　3 日（水）・17 日（水）℡ 495 － 2049
○毛原保育所　　　　2 月 10 日（水）・24 日（水）℡ 499 － 0131

★遊びの教室のご案内
○コアラ　　　　2 月　4 日（木）9 時 30 分〜 11 時 30 分　総合福祉センター（プレイルーム）
○カンガルー　　2 月 18 日（木）9 時 30 分〜 11 時　　　　子育て支援センター
　　　　　　　　（18 日は栄養士による栄養相談も行っています。）
※申し込みは、支援センター（きみのこども園内）℡ 489 － 2144 まで
　（今年度、初めて参加ご希望の方は、お申し込みください。）

★子育て支援センター・文化センター開放、育児相談のお知らせ
親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

【子育て支援センター】 動木 156（℡ 489 － 2144）
　　　　　　　　　　 月〜金曜日（9 時～ 12 時・13 時～ 16 時）（土・日・祝は休み）
　　　　　　　　　　 2 月　8 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談

【文 化 セ ン タ ー】神野市場 217（℡ 495 － 9055）
　　　　　　　　　　 毎月第 2・4 週の木曜日（9 時 30 分～ 11 時 30 分）
　　　　　　　　　　 2 月 25 日（木）は『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ

【育児相談】子育て支援センターでは、随時行っています。
　　　　　 きみのこども園、神野保育所、毛原保育所でも相談を行っています。
　　　　　※子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

健 康 相 談 健康診断書の作成等を行います。（予約制） 2 月　8 日（月）
2 月 22 日（月）　　
　　　　9 時 30 分〜 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査

検査の結果は、次回の健康相談時に本人にお知らせし
ます。（予約制）

検 便 容器が必要な方は、事前にお渡しします。

こ こ ろ の
健 康 相 談

こころの健康に不安をもつ方やその家族で相談を希望
される方には、精神科医師が相談に応じます。（要予約）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

2 月 10 日（水）13 時 30 分〜
2 月 24 日（水）13 時 30 分〜

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と
登録手続きを行います。（予約制）

2 月　8 日（月）
2 月 22 日（月）10 時 30 分〜 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日〜金曜日（祝日除く）　　

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された
場合は約２週間後）にお知らせします。（予約制） 2 月 22 日（月）　17 時～ 19 時

問い合わせ、申し込みは、海南保健所まで　　海南市大野中９３９　（℡  ４８２－０６００）

フッ素塗布・歯科健診のお知らせ

日時：３月１２日（土）
　　　14 時 00 分～ 15 時 30 分
場所：総合福祉センター　2 階
※フッ素塗布の対象

・平成２３年４月２日から平成２６年３月３１
日生まれの子ども 

・平成１５年４月２日から平成２３年４月１日
生まれのフッ素洗口を行っていない子ども

　
フッ素には歯の質を強くする効果があります。

※歯科健診は、町民の方ならどなたでも受けてい
ただけます。

皆さんぜひお越しください。

●虐待予防に関する相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課）
〔連絡先〕平日（8時 30 分～ 17 時 15 分）　℡４８９－９９６０（直通）
　　　　　休日・夜間（17時15分以降）　℡４８９－２４３０
〔場　所〕紀美野町下佐々 1408-4　紀美野町総合福祉センター内
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

健康相談のお知らせ　（２月の日程）
■場　所　総合福祉センター
■と　き　毎週水曜日　3日、10日、17日、24日
■時　間　９時～ 11時　
■対象者　住民すべての方
■内　容　健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談・離乳食の相談・健診結果の相談　等
各種健診結果を説明します。自分の健康状態を知り、今後
のよりよい生活につなげましょう。
生活改善に関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じ
ますので、お気軽にお問い合わせください。
★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もおこないます。
■問い合わせ　保健福祉課（℡４８９－９９６０）

献血にご協力お願いします。
２月５日（金）９時～ 12 時：13 時～ 15 時　海南高等学校大成校舎 ※その日の健康状態や服薬等により、献血できない場合があります。

健 康 ・ 福 祉 ガ イ ド
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健康づくりコーナー 【問い合わせ・申し込み先】
保健福祉課（総合福祉センター）　℡ 489-9960

傾聴ボランティアグループ
「話し相手ボランティア　さわやか」が
ボランティアフォーラムに参加しました。
高齢者の方など希望される方に対して、施設や在宅などで
傾聴（こころと耳を傾けて相手のお話を聴く）活動を行って
いる「話し相手ボランティア　さわやか」が、平成２７年
１２月１３日粉河ふるさとセンターで開催された「第５回和
歌山ボランティアフォーラム」に参加し、活動のＰＲと発表
をしました。

メンバーは第４木曜日１３時半に総合福祉センターに集ま
り、施設での傾聴活動を行っています。興味のある方はぜひ
お越しください。

【東北の３．１１の災害により「傾聴」の大切さが広く世間
に知られるようになりました。真剣に耳を傾けてその人の身
になってやさしい気持ちになって傾聴するこの活動は、施設
での活動では一か月に１度ですが、今の私の生きがいになっ
ています。高齢者の方たちだけでなく子どもたちにも大事な
ことだと感じているので、子どもたちを相手にも活動したい、
活動だけではなく、できる限りいつのときも傾聴者でいたい
と思っています。
また年に１・２回のことですが、子どもさんたちと高齢者
の施設を一緒に訪問する機会があります。その時の入居者さ
んたちの笑顔は本当にすてきです。
各学校でも協力してもらって、もっとたくさん入居者さん
が喜んでくださる機会を作りたいとの思いもあります。
傾聴活動を始める前、講習で先生から学んだことの一番は、

健康づくり情報　Vol.7
「ライフコーダー」の活用
『ライフコーダ』とは、万歩計とよく似ていますが、歩数
を表すだけでなく、あなただけの運動量や運動の強度、総消
費カロリーを知ることができ、１週間の記録を見ることがで
きます。
返却後には、装着期間中の生活パターン（身体活動）を、

グラフや表にして確認でき、一目で自分の活動量が分かりま
す。
町民の皆さまに貸し出しを行なっていますので、ご希望の

方は、保健福祉課にご連絡ください。

【貸し出し条件】
対象　２０歳以上の紀美野町民の方
貸し出し期間　１回の貸し出しは、
２週間以内です。
（１回、更新できます。）　
貸し出し台数　２５台

※故意の破損や紛失の場合は、
実費をいただく場合があり
ます。

きみの *にこ Café でクリスマス会をし
ました！

１２月２５日、きみの * にこ Café で下神野学童保育所の
子ども達とクリスマス会をしました。

ボランティアスタッフの和歌山大学観光学部学生に教え
てもらいながらのクリスマスツリークラフト作りや、クイズ
方式のちょっと変わったビンゴゲームでは子どもも高齢者も
大いに盛り上がりました。最後は地域の方手作りのクリスマ
スのケーキをみんなでいただき、交流を楽しみました。

きみの * にこ Café は下佐々の「ふれあい広場きみの」
（海南鋼管団地入口・吉見商店跡）をお借りし、毎月第４金
曜日１３時３０分～１５時まで開店しています。高齢者をは
じめ地域の方々が集い、コーヒーを片手におしゃべりや、将
棋・手芸などを楽しんでいますので、みなさん気軽に遊びに
来てください。（喫茶される方は１００円必要です）　

問い合わせ先：保健福祉課 　TEL ４８９－９９６０

相手の言葉を否定するのではなく、その人のおっしゃったこ
とに対しては言葉の通り受け止めるということです。その上
でさらに色々な対応の方法があります。このボランティアを
始めようと勉強をしなかったら今はできなかっただろうな、
と思うこともたくさんあります。もっともっと機会を重ねて

勉強したいと日々の活動で
思うようになりました】

話し相手ボランティアさわ
やか　　会長　柳瀬和歌子

【問合せ】
保健福祉課　
　話し相手ボランティア
　事務局
　☎４８９－９９６０

平成２８年度
住民検診（地区巡回の胸部検診）に
ついて

平成２８年度より、各がん検診のバスが順次デジタ
ル化され、精度が向上します。しかし精密機械のため
振動を避ける必要があり、バスも大型化するため、山
間部などの走行が困難になりました。

毎年５月に実施している住民検診は検診場所や巡回
経路を大幅に見直すこととなり、今まで受診されてい
た方には大変ご迷惑をおかけしますが、ご了承くださ
い。

オリジナルのクラフト作り 会場のあちこちから「ビンゴ！」
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平
成
28
年
度
身
体
障
害
者
等
に

対
す
る
軽
自
動
車
税
の
減
免
に

つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
手
帳
又
は
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
交
付
さ
れ
て

い
る
方
の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自

動
車
等
（
原
動
機
付
自
転
車
、
軽

自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
及
び

２
輪
の
小
型
自
動
車
）
で
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
障
害
者

の
方
１
人
に
つ
い
て
１
台
（
自
動

車
税
を
含
ん
で
１
台
）
に
限
り
、

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の
減
免

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

手
帳
要
件
等
詳
し
く
は
税
務
課

（
℡ 

４
８
９
‐
５
９
０
５
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
度
に
減
免
を
受
け
た

方
に
は
、
更
新
手
続
き
の
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

［
減
免
申
請
］

■
申
請
場
所

税
務
課
・
美
里
支
所
住
民
室

■
受
付
期
間

平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
減

免
の
申
請
は
、
平
成
28
年
２
月
１

日
（
月
）
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

な
る
べ
く
お
早
め
に
（
３
月
中
）

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
受
付

期
限
は
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
で

す
。

受
付
期
限
を
経
過
し
ま
す
と
減

免
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。　

■
必
要
な
書
類
等

印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
等
の

原
本
・
運
転
免
許
証
・
車
検
証
・

生
計
同
一
証
明
書
・
通
院
や
通
学

等
の
証
明
書
・
常
時
介
護
証
明
書
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は

通
知
カ
ー
ド
等
申
請
者
の
個
人
番

号
が
確
認
で
き
る
書
類

～
町
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
～

【
町
税
は
納
期
限
内
に
納
付
し
ま  

　

し
ょ
う
】

納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。
町

税
等
は
自
主
的
に
、
期
限
内
に
納

付
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
未
だ
納

付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
至
急

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
】

定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
納
税

し
な
い
こ
と
を
滞
納
と
い
い
ま

す
。
滞
納
と
な
っ
た
場
合
、
納
期

限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の
公
平
性

を
保
つ
た
め
、
本
来
納
め
る
べ
き

税
額
の
ほ
か
に
督
促
手
数
料
や
延

滞
金
も
あ
わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
滞
納
を
放
置
す
る
と
】

町
で
は
、
期
限
内
に
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
多
く
の
人
々
の

立
場
か
ら
、
公
正
・
公
平
性
を
確

保
す
る
た
め
、
督
促
や
催
告
に
よ

り
納
付
を
促
し
て
も
な
お
納
付
の

な
い
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
地
方

税
法
に
基
づ
き
財
産
の
差
し
押
さ

え
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
和
歌
山
地
方
税
回
収
機
構
の
活
用
】

県
内
の
全
市
町
村
が
参
加
し
設

立
さ
れ
た
和
歌
山
地
方
税
回
収
機

構
で
は
、
各
市
町
村
か
ら
滞
納
事

案
の
移
管
を
受
け
、
徹
底
し
た
財

産
調
査
を
行
い
、
差
押
え
等
厳
正

な
滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
町
で
も
積
極
的
に
和
歌
山
地
方

税
回
収
機
構
を
活
用
し
て
い
き
ま

す
。町

民
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も
、

納
期
内
納
税
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

延
滞
金
の
年
率
が
決
定
さ
れ
ま

し
た平

成
28
年
１
月
１
日
以
降
に
納

期
限
を
過
ぎ
た
税
金
等
に
か
か
る

延
滞
金
の
率
が
、
財
務
大
臣
の
告

示
に
よ
り
、
左
記
の
と
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

延
滞
金
は
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
さ
れ
た
人
と
の
公
平
性
を
図
る

た
め
に
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
期
限

を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
の
納
付
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
内
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
28
年
中
の
延
滞
金

納
期
限
後
１
カ
月
以
内
の
場
合

2.8
％　

納
期
限
後
１
カ
月
を
過
ぎ
た
場
合

9.1
％　

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

℡
４
８
９
‐
５
９
０
５

【国民年金保険料の納付は、
　口座振替が便利でお得です】

国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれ
ます。
口座振替をご利用されますと、保険料が自動的に引き
落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、
納め忘れもなくとても便利です。
また、口座振替には、当月分保険料を当月末に引き落
とさせていただくことにより月々５０円割引される早割
制度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・１年
前納・２年前納もあり、大変お得です。
口座振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通
帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関ま
たは年金事務所へお申し出ください。
なお、６カ月前納（４月～９月分）・１年前納・２年
前納を希望される場合は２月末日までにお申し込みくだ
さい。

【問い合わせ】
住民課　　　　 　℡４８９－５９０３
美里支所住民室　 ℡４９５－３４６４
和歌山西年金事務所お客様相談室　℡４４７－１６６０

広報きみのを無料アプリ「i広報誌」
でも配信します！

スマートフォンやタブレット、光ＢＯＸ + 用の無料ア
プリ「i 広報誌」を使って広報「きみの」を読むことがで
きるサービスを導入しました。ぜひご利用ください。
● i 広報誌の主な機能

・ページめくり、拡大縮小なども簡単にできます。
・スクラップ機能として、範囲を指定して画像を保存

することができます。
・最新号が発行されると、アプリにお知らせが届きます。

● i 広報誌のダウンロード方法
スマートフォンやタブレットから「i 広報紙」のホーム
ページ (http://ikouhoushi.jp/) にアクセスしアプリを
ダウンロードするか、 App Store、Google play にて「i
広報紙」と検索してダウンロードしてください。

このＱＲコードを読取り、アプリをダ
ウンロードできます。
※利用時の通信料や回線使用料は利用
者の負担となります。

■問い合わせ　総務課 　℡４８９－５９１２

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
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平成２８・２９年度 五色台広域施設組合
入札参加資格審査申請等について

１．提出先　〒６４０－１２５１
　　　　　　和歌山県海草郡紀美野町国木原５７７番地４
　　　　　　五色台広域施設組合　事務局（五色台聖苑内）

２．申請書宛名　五色台広域施設組合　管理者

３．受 付 期 間　平成２８年２月１日(月)から
　　　　　　　　平成２８年２月２９日(月)まで
　　　　　　　　（土曜日・日曜日及び祝日を除く）
　　　　　　　　午前８時３０分～午後５時まで
　　　　　　　　（正午から午後１時を除く）

４．有 効 期 間　２年間
　　　　　　　　（平成２８年４月１日～平成３０年３月３１日）
※平成２７・２８年度で申請書を提出している業者につ
いては、申請不要。ただし、建設工事にあっては審査
申請時点で最新の改正後の経営事項審査結果通知書・経
営規模等評価結果通知書・総合評定値通知書【写】を提出
していただく必要があります。

５．申 請 方 法　持参又は郵送（郵送の場合は受付期間内必着）

６．問い合わせ先　五色台広域施設組合　事務局（五色台聖苑内）
　　　　　　　  ＴＥＬ　０７３－４８９－５５０５
　　　　　　　  ＵＲＬ　http://goshikidai.jp
                        （申請様式がダウンロードできます。）

平成２８・２９年度　海南海草老人福祉
施設事務組合入札参加資格審査申請の受
付について

海南海草老人福祉施設事務組合が発注する物品の製造・
販売等の入札に参加される方は下記内容を熟読のうえ、
必ず期限までに申請書及び必要書類を提出してください。

１．提出先及び問い合わせ先
〒640-1121
和歌山県海草郡紀美野町下佐々1408-7番地
海南海草老人福祉施設事務組合
事務局　073－489－3631
ＵＲＬ　http://www.yasuragien.com/

２．申請書宛名　管理者　寺本　光嘉
３．受付期間　　平成２８年２月１日から平成２８年２

月２９日まで、但し、土曜日・日曜日
及び祝日・休業日は除く
午前８時３０分から午後５時までの間、
但し、正午から午後１時までは除く。

４．有効期間　　２年間（提出年度含む）
５．提出書類　　下記を参照のこと
６．提出方法　　持参及び郵送(当日消印有効)でも可

提出を必要とする書類
●入札参加資格審査申請書
●営業所一覧
●委任状 ( 営業所等での入札参加の場合 )
●印鑑証明書 ( 写）
●使用印鑑届
●納税証明書 ※「市町村税」と国税「消費税及び地方

消費税」及び「法人税」 ( 個人は所得税 ) 分とする。 
※直近１箇年分とする。※写し可

●商業登記簿謄本の写し(法人)又は住民票の写し(個人）
●営業許可証明書又は登録証明書 ( 写 ) ( 営業に必要な

場合に限る )

職  種 募集人数 職務内容 賃　金 勤務時間 勤務場所
児童館
児童厚生員

各１名

学童の保育（４館）
役場青少年センター

月額　85,000円
(昇給、賞与及び退職金、社会保険：無）

月曜日・水曜日　８時30分から17時　火曜日・木曜日　14時から17時
土曜日　14時から17時（ただし、金曜日に勤務を命じる場合があります。）

児童の保育と
指導及び計画

校務員 校務員 時給　750円
(社会保険、昇給、賞与及び退職金：無)

月曜日～金曜日　７時15分から14時（内　昼休憩45分）
勤務時間については相談に応じます。休日：毎週土、日曜日、国民の休日 下神野小学校

調理員 給食調理員
資格有　時給　900円
資格無　時給　800円
(社会保険、昇給、賞与及び退職金：無)

月曜日～金曜日(給食実施日) ８時30分から11時30分
休日：毎週土、日曜日、国民の休日

毛原小学校
（給食室）

調理員 給食調理員
資格有　日額　7,000円
資格無　時給　6,200円
(社会保険有、昇給、賞与及び退職金：無)

月曜日～金曜日(給食実施日) ７時30分から16時00分（内　昼休憩45分）
休日：毎週土、日曜日、国民の休日 下神野小学校

募集の内容は次のとおりです。
■募集職種　児童館児童厚生員、学校校務員、学校調理員
■申込方法　履歴書持参又は、郵送により平成28年２月26

日(金)までに下記へお申し込みください。
（受付は土、日、祝日を除く月曜日～金曜日の８時30分～ 17時15分）

■申 込 先　児童館児童厚生員：紀美野町教育委員会　
青少年センター　℡489-5909

学校校務員・学校調理員：紀美野町教育委員会　
総務学事課　℡489-5910

■選考方法　面接試験　試験日・試験場所は、追って通知します。
■雇用期間　児童館児童厚生員：平成28年４月～

平成29年３月（更新することがあります。）
学校校務員・学校調理員：平成28年４月～
平成28年９月（更新することがあります。）

■災害補償は和歌山県市町村非常勤職員公務災害補償組合規定による。

紀 美 野 町 臨 時 職 員 募 集 に つ い て

男性料理教室受講者募集
食事は、生きることの基本であり、楽しみのひとつです。
自分の食事を自分でつくれるようになることは、自ら

の健康に気を配り、元気に暮らしていくことにつながり
ます。

手間をかけず、簡単に美味しくつくれる料理にチャレ
ンジしてみませんか !!
■日　時　２月 26 日（金）10 時～１3 時
■場　所　紀美野町総合福祉センター（調理実習室）

■内　　容　健康長寿への料理
■持 参 物　エプロン、三角巾（またはそれに代わる物）
■受講資格　男性
■受 講 料　無料
■定　　員　20 名
■申込締切　２月 22 日（月）
■申 込 先　保健福祉課（℡ ４８９ ‐ ９９６０）
■主　　催　紀美野町食生活改善推進協議会
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ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

教育委員会
　生涯学習課
　　TEL 489-5915
　学事・生涯学習室
　　TEL 495-9055

文化センター
　　TEL 495-9055

中央公民館
　　TEL 489-5915

小川地区公民館
　　TEL 489-4511

志賀野地区公民館
　　TEL 489-5145

セミナーハウス未来塾
　　TEL 498-0521

自然体験世代交流センター
　　TEL 495-3127

みさと天文台
　　TEL 498-0305

スポーツ公園管理棟
　　TEL 489-5368

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

生
涯
学
習
情
報

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
参
加
者
募
集

文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
・
第
37
回
町
民
大
学
講
座

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト

〜
聴
い
て
よ
く
分
か
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
〜
２
０
１
６
年

■
日
時　

３
月
20
日
（
日
）

14
時
開
演
（
30
分
前
開
場
）

■
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
（
全
席
指
定
）

前
売
２
，
０
０
０
円

当
日
２
，
５
０
０
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※
前
売
に
て
完
売
の
場
合

当
日
券
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

お
早
め
に
!!

■
日
時　

３
月
13
日
（
日
）
９
時
開
会
式

※
予
備
日
14
日
（
月
）

■
場
所　

ふ
れ
あ
い
公
園

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

■
内
容 

東
西
南
北
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
の

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

■
参
加
資
格

【
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
】

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
の
条

件
を
満
た
す
方

①
前
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
」
優
勝

～
３
位
の
方

②
今
年
度
開
催
の
大
会
（
春
、
夏

国
体
デ
モ
ス
ポ
）
の
優
勝
者

③
前
年
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
ま

た
は
本
年
度
開
催
の
大
会
に
お

い
て
、
標
準
ス
コ
ア
（
２
ラ
ウ

ン
ド
合
計
ス
コ
ア
が
、
男
性

１
２
０
以
下
、
女
性
１
３
２
以

下
）
を
記
録
し
た
方

【
オ
ー
プ
ン
の
部
】

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
部
の
参
加
資

格
に
該
当
し
な
い
中
学
生
以
上

の
方

■
参
加
費　

１
，
５
０
０
円

■
申
し
込
み 

中
央
公
民
館
ま
た
は
文
化
セ
ン

タ
ー
へ
、
参
加
費
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

参
加
資
格
①
②
に
該
当
す
る
方

は
、
事
務
局
よ
り
招
待
状
を
お

送
り
し
ま
す
。

■
申
込
期
間　

２
月
８
日
（
月
）

～
３
月
７
日
（
金
）

■
そ
の
他　

小
雨
決
行
、
荒
天
延
期
（
態
度

決
定
６
時
）・
申
込
み
後
の
キ
ャ

ン
セ
ル
に
つ
い
て
は
、
申
込
期

間
中
は
全
額
返
金
、
そ
れ
以
降

は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

※
１
月
28
日
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

■
販
売
場
所　

中
央
公
民
館
、文
化
セ
ン
タ
ー
、

美
里
支
所
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
小
川
・
志
賀
野
地
区
公

民
館
、
真
国
・
国
吉
・
長
谷
毛

原
出
張
所　
　
　
　
　
　
　
　

（
販
売
は
各
施
設
開
館
時
間
中
）

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
セ
ン
タ
ー

■
日
時　

２
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

　
　
　
　

調
理
実
習
室

■
共
催　

ほ
ん
の
森

■
講
師　

奥
山
美
有
紀
さ
ん

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い

と
う
・
上
ぐ
つ

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
対
象　

小
学
生
、
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方
（
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お

願
い
し
ま
す
。
）

※
先
着
30
名
ま
で

■
申
し
込
み　

２
月
５
日
（
金
）

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
℡
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
」

千
の
風
と
と
も
に

　
今
、
貴
方
の
も
と
へ
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■
中
央
公
民
館

３
日　
楽
し
い
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
望
会

10
日　
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
応
援
旗
作
り

17
日　

お
は
な
し
会

24
日　

あ
み
も
の
体
験

■
文
化
セ
ン
タ
ー

３
日　

お
は
な
し
会

10
日　
ト
ラ
ン
プ
・
か
る
た
大
会

17
日　
楽
し
い
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
望
会

24
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

町
内
の
文
化
団
体
の
交
流
・
郷

土
文
化
の
向
上
発
展
・
明
る
い
町

づ
く
り
を
目
的
に
、「
春
の
文
化

協
会
展
・
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
」

日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し

て
会
員
相
互
の
協
力
と
連
携
の
も

と
盛
大
に
開
催
、
ま
た
会
員
研
修

（
博
物
館
・
美
術
館
見
学
等
）、
そ

の
他
、
文
化
祭
へ
の
参
加
、
海
草
・

有
田
地
方
文
化
協
会
の
芸
能
・
文

化
交
流
会
な
ど
…
各
部
の
事
業
以

外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

■
会
費　

１
，
０
０
０
円

（
１
人
１
サ
ー
ク
ル
）

■
現
在
加
入
団
体

　

写
真
・
俳
句
・
短
歌
・
木
彫
り
・

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
・
洋
画
・
ち

ぎ
り
絵
・
陶
芸
・
茶
道
・
歌
謡
・

大
正
琴
・
詩
吟
・
舞
踊
・
囲
碁
・

将
棋

＊
活
動
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
お

電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課

来
春
に
は
り
ら
が
高
等
学
校
と

な
る
た
め
「
り
ら
創
造
芸
術
高
等

専
修
学
校
」
と
し
て
最
後
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

２
月
28
日
（
日
） 

　

開
演 

13
時
（
30
分
前
開
場
） 

■
場
所　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校
体
育
館

■
内
容　

本
校
の
授
業
の
舞
台
発

表
や
展
示
発
表
、
生
徒
手
作
り

「
り
ら
の
ぷ
り
ん
」
も
販
売
予

定
で
す
。

■
料
金　

無
料
（
予
約
不
要
）

※
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り（
要
予
約
）

■
日
時　

２
月
14
日
（
日
）

　
　
　

（
毎
年
旧
暦
１
月
７
日
）

「
真
国
御
田
春
鍬
規
式
」終
了
後

■
場
所　

り
ら
創
造
芸
術
高
等
専

修
学
校

※
要
予
約

　

（
軽
食
代
約
６
０
０
円
必
要
）

■
申
し
込
み　

り
ら
創
造
芸
術
高

等
専
修
学
校

　

（
℡
４
９
７
‐
９
１
１
１
）

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】　　

紀
美
野
町
文
化
協
会
へ
の

加
入
団
体
・
会
員
募
集
!!

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

東
萌
恵
（
３
歳
児
）

小
川
叶
馬
（
小
川
小
１
年
）

【
７
０
０
冊
】

桑
添
大
輔
（
野
中
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
湊
か
な
え
･
著

「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
２　

ガ
ウ
デ
ィ

計
画
」　
　
　

   

池
井
戸
潤
･
著

「
は
な
ち
ゃ
ん
12
歳
の
台
所
」

安
武
は
な
･
著

「
お
い
し
～
い
」

い
し
づ
ち
ひ
ろ
･
作

「
星
と
星
座
の
ふ
し
ぎ
」

荒
舩
良
孝
･
作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
金
魚
姫
」　
　
　

荻
原
浩
･
著

「
総
理
に
さ
れ
た
男
」

中
山
七
里
･
著

「
検
査
結
果
な
ん
で
も
早
わ
か
り

事
典
」　
　
　

小
橋
隆
一
郎
･
著

「
真
田
幸
村
」　
　

学
研
ま
ん
が

「
か
か
し
の
し
き
し
ゃ
」

中
野
真
典
･
作

＊
図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

中
央
公
民
館
お
よ
び
文
化
セ
ン

タ
ー
図
書
室
は
、
蔵
書
点
検
に
伴

い
、
２
月
29
日
（
月
）
～
３
月
８

日
（
火
）
の
期
間
休
室
い
た
し
ま

す
。
最
終
貸
出
日
は
２
月
28
日

（
日
）
で
す
。
な
お
、
期
限
延
滞
の

図
書
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
必
ず
中

央
公
民
館
ま
た
は
文
化
セ
ン
タ
ー

図
書
室
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
展
示

（
中
央
公
民
館
２
階
）

４
月
下
旬
ま
で
「
日
本
画

花
み
ず
き
」
さ
ん
の
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
選
手
団
紹
介
】

２
月
21
日
（
日
）
紀
三
井
寺
～

和
歌
山
県
庁
間（
２
１
．
１
ｋ
ｍ
、

10
区
間
）
で
開
催
さ
れ
る
第
15
回

和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア

駅
伝
大
会
に
今
年
も
２
チ
ー
ム
出

場
す
る
た
め
に
、
紀
美
野
町
選
手

団
は
昨
年
７
月
以
来
練
習
に
励
ん

で
き
ま
し
た
。
大
会
ま
で
残
り
わ

ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
精
一
杯

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様

の
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

監
督
・
コ
ー
チ
・
選
手
は
次
の

通
り
で
す
。

【
監
督
】　

大
岩
勝
良

【
コ
ー
チ
】

北　

広
海　
　

丸
畑
明
彦

松
原　

司　
　

樋
瀬
大
輝

【
選
手
】

〈
中
学
生
男
子
〉

水
越　

陸　
　

段
木
彪
我

樋
瀬
翔
希　
　

中
田
琉
玖

吉
見
侑
輔　
　

片
畑
弥
偲

折
口
雄
紀　
　

東
浦
敬
正

《
中
学
生
女
子
》

森
谷
澄
花　
　

米
田
萌
恵

井
川
千
生　
　

加
納
茉
弥

森
下
日
和　
　

東
浦
史
歩

古
谷
明
日
香

《
小
学
生
男
子
》

宗
和
優
斗　
　

中
西
祥
太
郎

中
前
吉
広　
　

芝
滝
月
雲

段
木
康
我　
　

片
畑
羽
弥

坂
口
琳
基　
　

池
本
智
輝

《
小
学
生
女
子
》

　

西
谷
美
咲　
　

西
井
華
心

水
越
う
ら
ら　

静
川
桃
音

横
山
桃
花　
　

東
芝　

菖

油
谷
依
里

【
監
督
の
コ
メ
ン
ト
】

目
標
は
８
位
入
賞
、
町
１
位
を

目
指
し
ま
す
。

今
年
も
子
ど
も
た
ち
は
長
期
に

渡
る
厳
し
い
練
習
を
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
小
さ
い
町
な
ら
で
は

の
世
代
を
越
え
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
一
生
懸
命

走
り
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

第
15
回 

和
歌
山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

り
ら
後
期
総
合
授
業
発
表
会

真
国
川
流
域
文
化
研
究
会

～
手
作
り
納
豆
の
研
究
発
表
～
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ー　わが町サークル　ー
「美里バレーボールクラブ」

美里バレーボールクラブは、部員数は少ないですが、日々大会に
向けて全員が同じ目標に向かって練習しています。
バレーボールの技術の習得だけではなく、仲間を思いやる気持

ち、悔しさから立ち上がる強い精神力、人に感謝する事の大切さな
ど将来大人になった時に必要な事を練習や試合を通して学んでいま
す。
私たちと一緒にバレーボールを始めてみませんか？ぜひ一度見学

に来てください！！
また、野上小学校体育館でも２年生を中心に毎週金曜日に練習を

しています。こちらも参加してみてください。

■日時
　毎週火・水・金・土曜
　17時～20時
■活動場所
　下神野小学校体育館
■監　督　堂西孝俊　
　コーチ　坂本雅律

昨
年
12
月
14
日
夜
か
ら
未
明
に

か
け
て
、
紀
美
野
町
長
谷
宮
界
隈

は
大
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

き
み
の
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
実

行
委
員
会
の
主
催
す
る
「
ふ
た
ご

座
流
星
群
観
望
会
」
が
、
た
ま
ゆ

ら
の
里
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
月
曜
の
夜
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
参
加
者
は
約
６
０
０
名

に
も
お
よ
び
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
、
町
内
の
参
加
者
は

全
体
の
約
10
％
で
あ
る
一
方
、
全

体
の
約
25
％
が
県
外
か
ら
の
お
客

さ
ん
と
い
う
結
果
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
寝
転
が
っ
て

の
流
れ
星
観
察
、
見
上
げ
た
星
座

の
紹
介
、
小
型
望
遠
鏡
で
の
観

察
、
３
Ｄ
映
像
を
使
っ
た
宇
宙
の

お
話
し
か
ら
、
佐
藤
文
隆
（
京
都

大
学
名
誉
教
授
）
さ
ん
に
よ
る

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
特
別
解
説
ま
で

と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

加
え
て
、
町
内
の
飲
食
業
者
さ

ん
（
ス
テ
ラ
ー
ト
、C

hez

み
な

み
、T

he ST
A
N
D

、
キ
ミ
ノ
ー

カ
、
た
ま
ゆ
ら
の
里
）
が
出
店
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
『
美
味
し

い
食
事
を
目
当
て
に
来
た
』
と
い

う
方
も
お
り
、
各
店
多
く
の
お
客

様
で
賑
わ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
別
宿
泊
プ
ラ
ン
の

利
用
も
数
多
く
あ
っ
た
そ
う
で
、

星
空
を
観
光
資
源
と
し
た
経
済
的

効
果
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

き
み
の
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

は
、
元
気
長
谷
毛
原
会
を
は
じ
め

天
文
台
友
の
会
な
ど
多
く
の
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
大
成
功
を
収

め
ま
し
た
。
今
年
も
様
々
な
形
で

活
動
を
継
続
し
て
い
く
つ
も
り
で

す
。
皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
ス
タ
ッ
フ
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。

深
夜
に
大
盛
況
の
「
き
み
の
ス
タ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」
報
告
（
み
さ
と
天
文
台
）

立
券
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
羽
院
の

熊
野
詣
の
際
に
は
雑ぞ

う

じ事
を
負
担
。

１
１
８
２
年
（
寿じ

ゅ
え
い永
１
）
成
通
の

子
泰や

す
み
ち通
は
荘
を
高た

か

雄お

神じ
ん

護ご

寺じ

に
寄

進
、
文も

ん

覚が
く

の
流
罪
後
に
は
藤
原
光み

つ

親ち
か

領
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
高

野
山
は
、
長
氏
の
寄
進
以
来
毎
年

10
石
の
上じ

ょ
う

分ぶ
ん

米ま
い

を
受
け
、
ま
た
一

時
期
真
国
荘
は
地
主
神
丹に

ゅ

う

つ

生
都
比ひ

売め

神
社
の
宮
地
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
以
前
よ
り
領
有
権
を
主

張
し
て
い
ま
し
た
。

承じ
ょ
う
き
ゅ
う久
の
乱
（
１
２
２
１
年
）
後
、

中
世
を
通
じ
て
高
野
山
一い

ち
え
ん円
知ち

ぎ
ょ
う行

の
荘
園
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
鎌

倉
中
期
に
は
神
野
市
場
が
成
立
、

付
近
一
帯
の
交
易
の
中
心
地
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
高
野
寺
領
は
江
戸
時
代
ま

で
続
き
ま
し
た
。
そ
し
て
明
治
維

新
と
共
に
１
８
６
９
年
（
明
治
２

年
）
に
堺
県
に
組
み
入
れ
ら
れ
、

翌
年
に
五
条
県
会
、
更
に
そ
の
２

年
後
（
１
８
７
２
年
）
に
和
歌
山

県
へ
と
編
入
さ
れ
る
と
下
神
野

村
、
上
神
野
村
に
分
離
し
、
那
賀

郡
政
下
に
属
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
１
９
５
１
年
（
昭
和
26
年
）

に
那
賀
郡
の
管
轄
で
あ
っ
た
長
谷

毛
原
よ
り
野
上
町
に
至
る
貴
志
川

流
域
の
各
村
は
、
海
草
郡
の
管
轄

に
入
り
、さ
ら
に
１
９
５
５
年（
昭

和
30
年
）
に
長
谷
毛
原
、
国
吉
、

上
神
野
、
真
国
の
各
村
と
共
に
、

下
神
野
村
を
解
消
し
て
美
里
町
の

下
神
野
地
区
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
平
成
18
年
１
月
１
日
に
旧
野

上
町
と
の
合
併
に
よ
り
紀
美
野
町

の
下
神
野
地
区
と
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

下
神
野
の
生
い
立
ち　

平
安
時
代
に
高
野
山
が
開
か
れ

る
と
、
高
野
七
口
の
一
つ
、
藤
白

か
ら
野
上
を
経
て
美
里
か
ら
花

坂
、大
門
に
至
る
高
野
西
街
道（
又

は
西
口
）
は
真
言
宗
信
仰
が
盛
ん

と
な
り
高
野
寺
領
の
拡
大
が
相
次

い
で
進
行
し
て
行
き
ま
し
た
。
こ

の
間
多
く
の
信
徒
が
西
街
道
を
往

来
し
た
の
で
下
神
野
に
も
旅
館
が

で
き
、
定
期
的
に
市
も
開
か
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

紀き
い
の
く
に

伊
国
神
野
・
真
国
壮
絵
図
に

は
貴
志
川
沿
い
の
神
野
壮
と
真
国

川
沿
い
の
真
国
壮
と
に
分
か
れ
、

神
野
荘
東
方
の
猿さ

る

川か
わ

荘
と
と
も
に

三
箇
荘
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
１
１
４
２
年
（
康
治
１
）
開

発
領
主
長ち

ょ
う
よ
り
と
も

依
友
が
藤
原
成し

げ
み
ち通
に
寄

進
、
成
通
は
鳥
羽
院
に
本
家
職し

き

を
寄
進
し
て
翌
年
荘
園
と
し
て

紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
十
四
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  学校だより
　『「小川っ子獅子舞」デビュー』

紀美野町立小川小学校

「♪ピ～ヒャラリ～ラ・ヒャ～リラリッ！♪」
のんびりとした笛の音で「小川っ子獅子舞」は幕
を開けます。このメロディーは小川八幡宮の秋季例
大祭で奉納されている「坂本獅子舞」で演奏されて
いるものです。
小川小学校では、この獅子舞を地域の宝として、
子ども達に継承させたいと考え、紀美野町の「瀬藤
敏宏・千津子学校及び保育所環境整備促進基金」に
お願いしたところ、獅子舞の道具一式・子どもたち
の衣装一式を購入していただくことができました。
子どもたちは「坂本獅子舞保存会」の皆さんの演
技をお手本に振り付けの再現に取り組みました。ま
た後半ではテンポを速くし、全校児童が参加できる
ように新しくダンスを挿入して「小川っ子獅子舞」
としての味付けをしました。仕上げとして保存会の
皆様に直接ご指導をいただき、校庭のメタセコイヤ
の木にイルミネーションを灯す「小川の郷☆冬まつ
り」のイベントで発表することが出来ました。
この体験を通して、子どもたちが、生まれ育った
地域を愛し、地域に誇りを持ってくれることを祈っ
ています。

歌
　
の
　
小
　
道

向ご
は
い拝
ま
で
行
け
ず
合
掌
初
詣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
　
廣

初
旅
や
挫
折
の
街
を
踏
み
し
め
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
隆
之

初
釜
の
花
び
ら
餅
の
香
り
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
根
利
子

年
玉
の
二
つ
増
え
た
る
め
で
た
さ
よ
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
て
る
代

去こ

ぞ年
今
年
剝
が
れ
か
け
た
る
絆ば

ん
そ
う
こ
う

創
膏
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
ひ
と
み

放
課
後
の
出
発
と
な
り
旅
始
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
貴
子

化
粧
の
手
止
め
て
拝
め
る
初
日
の
出
　
　
　
　
　
　
　
木
原
ま
り
子

電
子
辞
書
ネ
ッ
ト
に
求
め
寅
彦
忌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
哲
郎

初は
つ
ひ
か
げ

日
影
湾
に
育
て
て
真
珠
貝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
谷
富
貴
子

父
親
に
子
ど
も
み
た
い
と
初
笑
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
間
文
鳥

死
し
て
な
お
作
者
が
其そ

こ処
に
い
る
よ
う
な

　
　
　
　
　
野
上
電
車
の
絵
画
残
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
邦
彦

老
い
て
思
ふ
幼
き
頃
の
こ
と
ご
と
が

　
　
　
　
　
鮮
明
に
し
て
生い

の
ち命

生
き
ゐ
る
　
　
　
　
　
角
谷
と
し
み

雨
雨
雨
色
づ
く
み
か
ん
ど
の
畑
も

　
　
　
　
　
収
穫
し
て
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
　
　
　
　
　
黒
西
葉
子

節
太
く
皴し

わ

深
き
手
は
亡は

は母
に
似
し

　
　
　
　
　
そ
の
手
の
ひ
ら
を
灯
り
に
か
ざ
す
　
　
　
　
河
野
昭
子

朝
光
に
輝て

る

よ
う
赤
き
実み

な
ん
て
ん

南
天

　
　
　
　
　
猫
は
見
上
げ
て
小
鳥
を
ね
ら
う
　
　
　
　
梶
谷
美
瑳
子

ひ
と
と
せ
の
役
目
果
た
せ
し
裸
木
を

　
　
　
　
　
ほ
っ
こ
り
と
抱
く
初し

ょ
し
ゅ
ん春
の
光
　
　
　
　
　
西
佐
古
祐
子

有
明
け
の
月
を
道
連
れ
市
場
へ
と

　
　
　
　
　
初は

る春
の
品
持
ち
出
発
進
行
　
　
　
　
　
　
上
中
前
澄
子

山
茶
花
の
こ
ぼ
れ
花
び
ら
濡
ら
し
つ
つ

　
　
　
　
　
落
ち
葉
し
ぐ
れ
は
心
に
も
降
る
　
　
　
　
　
寺
岡
幸
子

寒
椿
ぽ
と
り
と
落
ち
て
朝
露
に

　
　
　
　
　
濡
れ
れ
ば
小ち

さ
き
光
を
宿
す
　
　
　
　
　
山
田
ひ
ろ
子

夫
寝
こ
み
心
憂
き
わ
れ
思
い
や
り

　
　
　
　
　
蝋ろ

う
ば
い梅

一
枝
持
ち
て
友
く
る
　
　
　
　
　
　
森
脇
伊
佐
子

わ
が
夢
は
こ
の
手
に
山や

ま
が
ら雀
呼
び
寄
せ
て

　
　
　
　
　
心
か
よ
わ
せ
餌
付
け
す
る
こ
と
　
　
　
　
中
浴
た
み
代

初は
つ
は
る春
や
賀
状
届
き
て
恩
師
よ
り

　
　
　
　
　
九
十
五
歳
の
筆ひ

つ

見
と
れ
を
り
　
　
　
　
　
小
根
田
牧
子

  天文台だより
　『探求する学問の面白さを伝える』
	 研究員　山内 千里

日本の生活水準は世界最高レベルです。これを支
えているのは科学や「ものづくり」を日々探求して
いる学者や職人がいるからです。だからこそ、探求
する学問の面白さを伝える事が教育でとても重要に
なってくるのです。
みさと天文台では、下記のポスターのように研究
レベルに近い機材と画像処理を体験できる特別企画
を実施いたします。中学生・高校生のみなさん、天
文台の木星写真を越えるものを目標にチャレンジし
てみませんか？機材・経験は一切不要です。期間は
2月下旬から 5月末まで。
詳細は天文台のWebページをご覧ください 。　
http://www.obs.jp/photocon/

平成27年度
小川の郷☆
冬まつりで
の発表
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尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば

に
居
合
わ
せ
た
人
）に
よ
る
応
急

手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し

も
の
時
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
受

講
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
尚
、
現
在

修
了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
２
年
を
迎

え
る
方
は
、
再
講
習
を
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

（
１
）心
肺
蘇
生
法
の
習
得

（
２
）大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

（
３
）そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る

こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
か
ら
12
時
ま

で
の
３
時
間
講
習
で
す
。

■
講
習
場
所

　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　

無　

料

■
申
し
込
み
期
限

　

２
月
20
日
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
先　

紀
美
野
町
消

防
本
部　

警
防
課
ま
で

（
℡
４
８
９
‐
６
３
０
２
）

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体

で
の
申
し
込
み
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
中
に
お
け
る
紀
美
野

町
消
防
署
管
内
の
火
災
・
救
急
・
救

助
の
出
動
件
数
を
紹
介
し
ま
す
。

火
災
出
動
件
数
の
状
況

平
成
27
年
中
の
火
災
出
動
件
数

は
５
件
で
、
前
年
よ
り
１
件
増
加

し
て
い
ま
す
。

火
災
種
別
で
み
る
と
、
建
物
火

災
１
件
、
車
両
火
災
２
件
、
そ
の

他
火
災
が
２
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。火

災
種
別
ご
と
の
出
動
件
数

建
物
火
災　
　

・
・
・
１
件

車
両
火
災　
　

・
・
・
２
件

そ
の
他
火
災　

・
・
・
２
件

合
計　
　
　
　

・
・
・
５
件

救
急
出
動
件
数
の
状
況

平
成
27
年
中
の
救
急
出
動
件
数

は
合
計
５
８
８
件
で
、
前
年
に
比

べ
て
６
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

事
故
種
別
ご
と
の
出
動
件
数
で

み
る
と
、
最
も
多
い
の
は
急
病
の

３
９
２
件（
67
％
）で
、
前
年
に
比

べ
２
件
減
少
し
て
い
ま
す
。
続
い

て
一
般
負
傷
の
１
０
４
件（
18
％
）

で
、
前
年
に
比
べ
７
件
増
加
し
、

次
に
交
通
事
故
の
33
件（
６
％
）

で
、
前
年
に
比
べ
て
７
件
減
少
し

て
い
ま
す
。

又
、
救
急
出
動
に
伴
い
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
を
要
請
し
搬
送
し
た
人
数

は
16
人
で
前
年
に
比
べ
て
２
人
減

少
し
て
い
ま
す
。
救
急
医
療
シ
ス

テ
ム
等
を
利
用
し
て
の「
病
院
紹

介
」は
69
件
で
前
年
に
比
べ
77
件

減
少
し
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
時
に
は
、

離
着
陸
場
に
於
い
て
医
師
に
よ
る

専
門
的
治
療
が
施
さ
れ
る
為
、
離

陸
ま
で
時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
又
、
砂
ほ
こ
り
や
騒
音

等
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
が
、
尊
い
命
を
救
う

為
、
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

救
助
出
動
件
数
の
状
況

事
故
等
に
よ
る
救
助
出
動
件
数

は
５
件
で
、
前
年
よ
り
１
件
増
加

し
て
い
ま
す
。
内
訳
は
、
交
通
事

故
３
件
、
そ
の
他
事
故
１
件
、
水

難
事
故
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

警
戒
出
動
・
そ
の
他
出
動
件
数

の
状
況

警
戒
出
動
件
数
は
４
件
で
、
前

年
よ
り
１
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

内
訳
は
、
火
災
警
戒
２
件
、
誤
報

２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

又
、
そ
の
他
出
動
は
11
件
で
、

前
年
に
比
べ
て
13
件
減
少
し
て
い

ま
す
。
内
訳
は
、
そ
の
他
の
災
害

４
件
、
焚
き
火
確
認
６
件
、
水
防

そ
の
他
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

自
衛
官
候
補
生
募
集
に
つ
い
て

■
試 

験 

日

　

平
成
28
年
２
月
20
日
（
土
）

■
場　
　

所

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　
（
和
歌
山
市
築
港
１
‐
14
‐
６
）

■
受
験
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

【
問
い
合
せ
先
】

　

自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

　

有
田
募
集
案
内
所

　

〒
６
４
９
‐
０
３
１
６

有
田
市
宮
崎
町
１
０
６
‐
２

℡
：
０
７
３
７
‐
８
２
‐
６
６
３
１

E
-M
A
IL

：re
cru

it1
-

w
akayam

a@
pco.m

od.go.jp

事故種別ごとの救急出勤件数

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

本
年
も
春
の
火
災
予
防
運
動
実

施
に
伴
い
、
左
記
の
通
り
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
を
い
た
し
ま
す
の
で
火

災
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

①
吹
鳴
日
時

　

平
成
28
年
３
月
１
日（
火
）

　

７
時
00
分

②
吹
鳴
方
法

　

一
斉（
１
分
間
）

0

100

急病 交通事故 一般負傷 その他 合計

H26年
H27年

200

300

400

500

600

12月の消防の動き
●火災発生件数…0件　
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計
急 病 24（　）
一 般 負 傷
交 通 事 故 ２（　）

10（　） 10（　）

５（　）そ の 他
合 計 41（　）

（　）

（　）
　（　）

（　）
　（　）

24（　）

２（　）
５（　）
41（　）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
」

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
3
月
6
日（
日
）

３
月
１
日
～
３
月
７
日　

春
の
火
災
予
防
運
動
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安納芋をいただいたので、今回はサツマイモのお話しを
します。

サツマイモは秋から冬にかけ収穫されますが、店頭では
年中販売されているため、利用しやすい食材です。近年ど
の野菜も種類が豊富で、サツマイモにも鳴門金時、紅あず
ま、安納芋、その他たくさんの品種があります。サツマイ
モはビタミンＣを多く含み、加熱しても壊れにくい特性が
あるので、幅広く料理に利用できます。ビタミンＣは肌の
老化予防や免疫力を高めてくれるため風邪などの予防に効
果があります。また、サツマイモに多く含まれるカロチン
は体内でビタミンＡに変わるので、目を健康に保ってくれ
る作用もあります。食物繊維もたっぷりなので便秘の解消
にも効果があります。

芋本来の味を楽しみたくて、焼き芋にしてみました。安
納芋は濃いオレンジ色で甘みが強く、この食べ方で高級ス
イーツを食べているかのようでした。芋自体に甘みがある
ので、これからの寒い季節、超簡単な作り方でほっこりし
てみませんか。

焼き芋
（材料）

安納芋　２個（直径５㎝）、アルミホイル
（作り方）

１、芋を洗い、水分は拭き取らずにアルミホイルで包
む。　　　　　　　　　　

２、魚焼きグリルで４５分、弱火で焼く。アルミホイ
ルの上から竹串を刺してスッと通ればできあが
り。

　 ＊焼き芋にする場合、弱火で時間をかけて焼くの
がコツです

保存方法
土付きの芋の場合は、野外の雨の当たらない軒下な

どで新聞紙の上に並べて３～４日乾燥させ、土を手で
払い、一個ずつ新聞紙に包み、段ボールや穴を開けた
発砲スチロールなど通気性の良い入れ物に入れ、気温
の変化の少ないところ（１５℃前後）に置いておくと
３ヶ月くらい保存可能です。

産業課より

活
い

き生
い

きレシピコーナー（第67回）

●紀美野町シルバー人材センターからの
　お知らせ

業務管理者募集
◇職　種

・残土処理場管理業務　・スポーツ公園管理業務
◇募集人員　若干名

◇募集期日　平成 28 年 2 月 29 日までにシルバー事務局
へ申し込んでください。

詳しくは、シルバー事務局（℡ ４９５－３４６７）へ
お問い合わせください。

日　 時 イベント名 開催場所所 問い合わせ（073）
5日（金）11:00 〜 犬ねこの飼い方講習会【１４日（日）・２８日（日）】県動物愛護センター 県動物愛護センター 489－6500

6日（土）10:00 〜 志賀野地区公民館作品展示会【～ 17：00】志賀野地区公民館 志賀野地区公民館 489－5145

7日 （日） 10:00 〜 志賀野地区公民館作品展示会【～ 16：00】志賀野地区公民館 志賀野地区公民館 489－5145

  8日（月）・26日（金） 移動町長室 美里支所 総務課 489－5912

住民室 495－3471

13日（土）13:30 〜 じどうかん料理教室 中央公民館 青少年センター 489－5909

21日（日）11:00 〜 和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走大会 和歌山市 生涯学習課 489－5915

25日（木）13:00 〜 行政相談【～ 15：00】 中央公民館 総務課 489－5912

美里支所 住民室 495－3471

２月

編 集 後 記
寒中お見舞い申し上げます。
先月10日（日）、成人式が行われ、65名の新成人の皆さんが式
に臨まれ、心新たにしていました。
21日（日）には、第15回和歌山県市町村対抗ジュニア駅伝競走
大会が和歌山市で開かれ、各市町村のたすきがつながれます。
本町チームも大会に向けて練習に励んでいます。選手のみなさ
ん、健康管理に十分注意をして、本番に臨んでください。ご健闘を
祈ります。

紀美野町の人口

（平成27年12月末現在）

紀美野町面積128.34km2

総人口………… 　9,599人
 …………　男　 4,456人
 …………　女　 5,143人
 …………数帯世 4,432世帯
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広　告

こ
の
度
、
成
人
式
と
い
う
大
き

な
人
生
の
節
目
を
無
事
に
迎
え
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
こ
れ
も
家
族
を
は
じ
め
、

地
域
の
皆
様
が
日
々
温
か
く
見
守

っ
て
下
さ
っ
た
お
陰
と
心
よ
り
感

謝
致
し
ま
す
。

成
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み
出

す
に
あ
た
り
、
期
待
や
不
安
が
入

り
混
じ
り
ま
す
が
、
常
に
目
標
や

夢
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
か
っ

て
精
進
し
て
い
き
ま
す
。　

こ
の
度
、
我
が
故
郷
紀
美
野
町

で
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
家
族
や
友
人
、
学

生
時
代
の
恩
師
、
多
く
の
人
々
に

支
え
ら
れ
、
今
日
こ
の
新
し
い
門

出
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い

ま
す
が
、
周
り
の
人
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
自
身
の
夢

の
た
め
、
ま
た
、
社
会
に
貢
献
す

る
た
め
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
度
、
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
今
ま
で
私
を
支
え
て

く
れ
た
家
族
を
は
じ
め
、
恩
師
、

地
域
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
致
し

ま
す
。

私
は
四
月
か
ら
地
元
を
離
れ
、

社
会
人
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。
期

待
と
不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、

自
分
ら
し
さ
を
忘
れ
ず
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
持
ち
努
力
を
積
み
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
周
り
の
方
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
と
、
新
し
い
出
会
い

を
大
切
に
、
日
々
成
長
し
て
い
き

た
い
で
す
。

こ
の
度
、
無
事
に
成
人
式
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
。
今
日
と
い
う
日
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
家
族

を
は
じ
め
恩
師
、
地
域
の
皆
様
が

支
え
て
下
さ
っ
た
お
陰
だ
と
心
よ

り
感
謝
致
し
ま
す
。

二
十
歳
の
節
目
を
迎
え
、
立
派

な
社
会
人
、
自
衛
官
と
し
て
、
日

本
を
支
え
て
い
け
る
よ
う
な
人
間

に
な
り
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

浴畑香穂さん（田）中谷風太さん（小畑）

岡田美由さん（福井）

向井中 伶さん（毛原宮）

二十歳の誓い
成人おめでとうございます

皆さんは責任ある大人として、また、社会の一員として新
たな第一歩を踏み出しました。これからは、自分の目標や夢
に向かって、失敗を恐れずチャレンジ精神で、しっかり歩ん
でください。
新成人４人の方に、二十歳の抱負を述べていただきました。


